
文の分散表現は分類/ラベル付け/特徴
抽出等に利用でき，機械学習モデル
(Sentence-BERT等)で生成可能．

楽天データセット
レビューとその評価，対象の商品属性
(商品名, 商品ジャンル,店舗等)がある．

【楽天商品レビューの利用法】
入力文：レビュー内容
属性：投稿者ID，評価ポイント，

店舗名，商品名，商品ジャンル

入力文の複数属性を利用した
モデルと学習法の提案

データセット:「商品情報，みんなのレビュー・口コミ情報」
【楽天商品レビューの類文判別実験】

 分類[A]: 正例
 分類[B/C/.../F]: 負例

分類の組み合わせ検証

 学習・検証・評価用に分割
 交差検証
 ジャンル等の異なる
組み合わせでの実験

1. モデル，損失関数等の実装
2. 楽天商品レビューでの類文判別の実験
3. ジャンル，評価ポイント推定等の実験
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分散表現𝑽𝑽𝑖𝑖の分布の最適化

最適化

同色の点：属性𝑎𝑎 𝑖𝑖が同じ文の分散表現

損失の定義

MemoryQuery

𝑛𝑛: 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝑛𝑛𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝑛𝑛層数

< Input >
Text = <CLS>[入力文]<SEP>

𝒂𝒂 = 学習タスク𝐴𝐴𝑖𝑖
+入力の属性𝐴𝐴𝑖𝑖

𝒂𝒂 ∈ ℕ0𝐶𝐶+1,𝐶𝐶 = 属性数

< Output >文の分散表現: 𝑽𝑽 ∈ ℝ 𝐶𝐶+1 ×ℎ

*商品ジャンル

BERTの各トークン出力
𝑻𝑻 ∈ ℝ 𝑠𝑠×ℎ

𝑠𝑠 =トークン長
ℎ =ベクトル次元数
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